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夏期休暇期間中の
家畜防疫対策の徹底について！！

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が開催される中、口蹄疫（FMD）、アフリカ豚熱（Ａ
ＳＦ）、高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）等の家畜伝染病が、近隣諸国で猛威を奮っています。

3月に中国の豚で、5月にモンゴルの牛でFMDの発生が確認され、7月16日にはドイツの飼養豚で
初めてASFの発生が確認されました。また、国内では、5月に山梨県、7月に神奈川県と豚熱（CSF）
ワクチン接種農場でもCSFの発生が続いています。

家畜飼養者の皆様は、発生地への渡航を自粛し、農場入場者の渡航歴を確認していただくととも
に、飼養衛生管理基準を遵守し、気を引き締めて防疫対策の徹底をお願いします。

新型コロナウイルスの感染拡大をふまえ、外務省
から不要不急の渡航自粛が呼びかけられています。
特に畜産関係者等の、FMDやASF等の発生地域への
渡航は自粛願います。

○ 海外への渡航は自粛してください。

・必要のない人を立ち入らせず、不要な物品を持ち込まない。

・衛生管理区域や畜舎へ立ち入る場合は専用の手袋・長靴の着用、手指消毒、物
品消毒等の実施。
・野生動物対策の実施

○ 衛生管理区域への病原体持込み防止について

家畜に異状を認めたら、直ちに当所まで連絡をお願いします！
京都府中丹家畜保健衛生所 TEL  0773-25-1860（夜間・休日は転送されます）

豚熱（CSF）

アフリカ豚熱（ASF）
口蹄疫（FMD）

高病原性

鳥インフルエンザ（HPAI)

・耳翼、下腹部、四肢等に紫斑がある

・同一の豚房内で発熱、便秘、下痢、

結膜炎、歩行困難、削痩、異常産等が

増加している

・発熱、流涎、跛行、起立不能、泌乳量

低下があり、口腔内に水疱等がある

・複数の家畜の口腔内等に水疱等がある

・同一鶏舎内において、1日の死亡率が

過去21日の平均死亡率の2倍以上となる

家畜に以下の症状を認めたときは速やかに当所に通報してください。

○ 毎日の健康観察、早期発見・早期通報の徹底

家畜伝染病の特定症状とは

◆万一渡航される場合は、以下の点に留意してください。

・家畜市場、農場、と畜場などの畜産関連施設へは立ち
入らない。
・動物との不用意な接触を避ける。
・肉製品等を日本に持ち帰らない。

・帰国の際には、空海港の動物検疫所カウンターに立ち
寄り指導を受ける。
◆渡航した際の、帰国後の留意事項
・帰国後1週間は、衛生管理区域に入らないこと。

・海外で使用した衣服や靴等を畜舎付近に持ち込まない
こと。

 

 
 


